
大地震は、ある日突然やってきます。
いつ起きても冷静に対処できるよう、
普段から地震発生時の行動をイメー
ジしておきましょう。

断層が壊れてずれると地震が起こります。
数十万年前から繰り返し活動し、将来も活
動すると考えられるものを活断層といいま
す。県内にも奈良盆地東縁断層帯をはじめ
複数の活断層が通っており、これらを原因
とする地震被害が想定されています。

上牧町の地震被害の特徴として、「内陸型地
震」による被害が特に大きいことが挙げられ
ます。この地震は地面の下の活断層がずれ
て起こります。阪神・淡路大震災がこれに該
当し、短時間に激しく揺れることで大きな被
害をもたらしました。

地震のメカニズム

奈良県を通る活断層

主要な活断層による被害想定

南海トラフ巨大地震は、日本列島の太平洋沖にある「南海トラフ」沿いの広い震源域で連動して起
こると警戒されています。高い発生確率が特徴で、一度起これば奈良県でも大きな被害が生じると
予測されます。

南海トラフ巨大地震

南海ト
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南海地震
想定震源域

東南海地震
想定震源域

東海地震
想定震源域

駿河トラフ

マグニチュード 全半壊建物（棟）死亡者数（人）

●中央構造線断層帯

●南海トラフ地震臨時情報

●奈良盆地東縁断層帯

※上牧町での被害

6.8 31 1,673
マグニチュード 全半壊建物（棟）死亡者数（人）

※上牧町での被害

7.4 23 1,369

※奈良県全体の被害
※内閣府資料より抜粋

マグニチュード 全半壊建物（棟）死亡者数（人）
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上牧町

地震を知ろう

内陸型地震

1605年（慶長地震）

南海地震 東海地震東南海地震

1707年（宝永地震） M8.6 死者5,038人

1854年（安政東海・南海地震）

？？？？年現在

M8.4 死者2.685人

M8.0 死者1,330人
1944年（昭和東南海地震）
1946年（昭和南海地震）

M7.9 死者1,251人

M7.9
102年間（推定）

147年間

5～30分後

2時間後～

少なくとも1週間

90年間

160年以上
経過

想定M8～9の3地震が連続発生する恐れ

M6.8 以上の地震、通常と異なるゆっくりすべりなどの現象発生

南海トラフ地震臨時情報（調査中）
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巨大地震 注意
南海トラフ地震臨時情報

巨大地震 警戒
南海トラフ地震臨時情報

事前避難

津波避難が
間に合わない地域

調査終了

地震の発生に
注意しながら

通常の生活を行う

南海トラフ地震臨時情報

地震への備えを
再確認

※監修：気象庁
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